






















る骨格構築について検討した。具体的には，エポキシナフタレン 1 とサイクロン 2 との反
応によって得られる化合物 3 をイソベンゾフランA 前駆体として利用することとした。ま
ず，化合物3に対して化合物4より発生させたイソベンゾフランBとの環付加反応を行い，
化合物 6 を得た。この際，反応は立体選択的であり，エンド体 6 を単一の異性体として与
えた。次に，6 にCANを作用させ，キノン 7 へと誘導した後，これにLDAを作用させる












































































































三次元のベルト状分子の合成を試みることにした。はじめに，キノン 1 にテトラジン 5 を
作用させたところ，イソベンゾフランA の発生とともに，二分子間での環付加反応が連続







 このようにして合成したベルト状分子 11 は，高いひずみ構造のため対応するシクラセ
ンへの変換が難しいことが予想される。そこで次に，この問題を解決するため，より縮環
数の大きなベルト状分子の合成法について検討した。すなわち， ジエポキシアントラセン
12 にテトラジン 5 を作用させイソベンゾフラン 13 を選択的に発生させた後，ベンゾキノ
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